	BL認定基準適合確認自己チェックリスト
（　　《　墜落防止手すり　》　　　　　　　）
	□型式　TBT-Y TBT-K等　　　　　　　　　　　

	項目

番号
	優良住宅部品評価基準（BLE SR：2016　2017.3.31　施行）
	確認

方法
	申請者記入

	
	確認事項
	
	ﾁｪｯｸ
	記載図書
	頁



	0
	b) 別に定める認定基準への適合 

a)の表-1の構成部品の内、歩行補助手すりは、別に定める「優良住宅部品認定基準（歩行・動作補助手すり）」に適合するものとする。なお、当該基準の「1.2.1機械的は抵抗力及び安定性の確保、a)歩行補助手すり及び取付金物の強度」の確認においては、壁に相当する模擬躯体に替えて、実際に取り付ける墜落防止手すりの支柱で試験を行う事とする。
	図書

試験
	■
	該当無し
	歩行補助手すり設定無し

	1. 
	4. 材料

ａ）必須構成部品及び選択構成部品に使用する材料の名称及び該当するJIS等の規格名称を明確化し、又は、JIS等と同等の機械的性質、耐久性、防火性を有していることが証明されていること。
	図書
	■
	（2）3）部品・部材一覧
	2-3-1～2-3-5

	2. 
	＜以下　例示仕様＞


	図書
	■
	該当しない
	アルミ製品のため

	3. 
	
	図書
	■
	（2）3）部品・部材一覧
	2-3-2

	4. 
	
	図書
	■
	該当しない
	アルミ製品のため

	5
	
	図書
	■
	（2）3）部品・部材一覧
	2-3-4
2-3-5

	5. 
	支柱の取付金物に用いられる鋼材については、JIS H 8610-1999（電気亜鉛めっき）による4級（例：Ep－Fe/Zn12/CM2C）以上の亜鉛めっき処理済みのもの、JIS G 3302:2012（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）又はJIS G 3317:2012（溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）による両面3点平均最小付着量120g/㎡以上、又は同等以上の性能を有するものとする。
	図書
	■
	（2）3）部品・部材一覧

	2-3-4

	6. 
	b) ガラス

パネルに用いるガラスはJIS R 3205:2005(合せガラス）にある種類のⅢ類に適合する性能を有するものとする。ただし、防風スクリーンに使用する場合のパネルは、飛散防止措置を施した単板ガラス（板厚6mm以上）又は、網入りガラス（板厚6.8mm以上）を使用しても良いものとする。
	図書
	■
	（2）3）部品・部材一覧

	2-3-5

	6
	5. 施工の範囲

構成部品の施工範囲は、原則として以下とする。

a) 躯体への手すりユニットの取り付け（先付けタイプアンカーは施工範囲外）
	図書
	■
	（2）4）図面等
（7）2）施工説明書
	2-4-1～2-4-15
7-2-1

	7
	b) 墜落防止手すりが選択構成部品として歩行補助手すり等を保有する場合における、手すり支柱、方立への当該部品の取り付け
	図書
	■
	該当しない
	歩行補助手すり設定無し


○確認事項欄は優良住宅部品の評価基準が記載されています。





○原則、この基準に適合することを確認することで、評価・認定をします。





○申請する優良住宅部品の品目があっているか、基準は最新か、を確認します。（最新版はHPよりダウンロードしてください。）





○チェック欄は確認事項の内容を確認したことを表示する役割です。





○チェックはすべての項目についてつけて下さい。


（☑　■など）





○該当無し・変更無しなどのときも必須です。





○項目（確認事項）をもれなく確認しましょう。








○確認方法欄は確認用の資料の種類を示しています。


・図書の場合は取扱説明書や図面など。


・試験の場合は試験結果報告書など。


・現物の場合は製品のサンプルや写真など。


指定された資料を添付して下さい。





表－２　スチール手すりの材料


部材・部品�
材　　　質�
�
支柱、笠木、手すり子、上下弦材等�
○JIS G 3466:2010によるSTKR400


○JIS G 3444:2010によるSTK400


○JIS G 3445:2010によるSTKM（引張強さ400N/mm2以上のもの）


○JIS G 3101:2010によるSS400�
�






表－３　アルミニウム合金手すりの材料


部材・部品�
材　　　質�
�
支柱、笠木、手すり子、上下弦材等�
JIS H 4100:2006、JIS H 5202:2010又はJIS H5302:2006による


アルミニウム合金材


（例）A6061S-T6、A6063S-T5、AC7A、ADC12�
�






表－４　ステンレス手すりの材料


部材・部品�
材　　　質�
�
支柱、笠木、手すり子、上下弦材等�
JIS G4305:2012又はJIS G 3459:2012によるSUS304�
�






○記載図書欄は評価用図書一覧の番号に従い、分類し、確認事項の内容に沿うものを記載します。


（申請図書作成要領P11　表-7参照）





○電子データ確認票のフォルダ番号でも可（0623等）





○該当部分のページ番号を記載。





全体の通しのページ番号もしくは資料ごと（中項目・小項目ごと）のページ番号として下さい。





○申請する優良住宅部品の代表的な型式を記載してください。





表－５　手すり部品共通の材料


部材・部品�
材　　　質�
�
パネル、隔て板、物干し金物�
支柱、笠木、手すり子の耐久性とのバランスを考慮したものであること。


また、防火性能を考慮したもの（不燃材料、準不燃材料及び難燃材料（廊下用は除く））であること。�
�
エンドキャップ、コーナーキャップ類�
本体とのバランスのとれたもので、耐久性を有するものであること。�
�
接合金物等（金物、ねじ、ナット等）�
支柱、笠木、手すり子の耐久性とのバランスを考慮したものであること。


アルミニウム合金製ブラインドリベットは応力腐食割れを生じない材質とする�
�
アンカー�
アンカーの材質、性能規格等は、日本あと施工アンカー協会（JCAA）評価認証審査項目のタイプCの項目を明確にし、耐久性を有するものであること。�
�






○該当しないや適用しないの場合は理由を簡素に記載します。


同じ理由が続く場合は『同上』等で可。
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